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まれている。一パーク当たりの平均雇用者数は一万七〇〇〇人であるが、小規模なものは一六五〇人から大規模なもの 五万人と幅がある。開発面積は、二〇〇 年までに承認された四〇パークに限ると、五万平方メートルから四五万平方メートルとパークによる差が大きいが、二〇万〜五〇万平方メートル程度のものが多い（二〇一二年一一月末時点） 。　
立地特性をみると、東・北東イ














州の中央に位置しており、都市人口は一六一万人（二〇一一年センサス） と州最大の人口規模を誇る。インド有数の工業都市であり、繊維衣料産業だけでなく、鉄鋼業や自転車生産（ヒーロー財閥 旗艦企業であるヒーロー・サイクルが所在） なども展開している。また、パンジャーブ農業大学が所在し、同州における緑の革命を中心とた農業発展の中心地的役割も担っている。　
ルディアーナーの繊維衣料産業







































ディアーナー同様、工業都市であると同時に先進的な農業地帯でもある。テ ルプルはコインバトールの約四〇キロ東 位置しており、綿製ニット生産拠点と てインド最大で 生産のおよそ四分の三は欧米を中心 した輸出向けであり、輸出量は二 〇〇年代中頃から急増している（参考文献②） 。これには ＭＦＡの撤廃が影響しているも と推測される。　
この地域には四つのテキスタイ
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図3 コインバトール・ティルプル地域における
テキスタイル・パークの分布
（出所）筆者作成。
インドのテキスタイル・パーク  
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